
大人がときめく毎日のおしゃれ満載 :

FUSOSHA M00K

これからの
大人に似合う、
服を楽しむ新ルール5

私らしい、日々の暮らしと
心地よい月展

私たち世代が
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新・旧のベーシック服で

背筋をシャンと!
江面旨美さん(バッグ作家)
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江面さんのおしゃれを支える黒、自、紺

をふんだんに使って。黒いジャケットと

紺色のサルエル調のデニムパンツは、ど

ちらも親交のあるイラストレーター大橋

歩さんが手がける
｀`
イオグラフィック

″

で。「とても着やすい圧縮ウールのジャ

ケットに、白いTン ヤツで抜け感を意識

しました。バンツにボリュームがあるの

で、上はコンパクト。自作のバッグですが、

斜めがけすると両手が使えて便利です」。

足もとは黒い草靴と黒いソックスで。
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イタリアを旅したとき、多くの労働者が着

ていたワークコートにひと目惚れ。それ以

来、自身の作業着として愛用しています。

「ワークウエアの質実剛健さに惹かれま

す。汚れ防止と寒さ対策にうってつけで、

カンミヤのニットにデニムを合わせまし

た。作業するときはいつもこんな感じ」。

デニムは久しぶりという江面さんが選ん

だのは
｀`
グランママドーター

″
のストレー

ト。デニムの生地端に織り込まれた赤いラ

イン(赤耳)に合わせてソックスも赤。「赤

を身につけると気持ちがあがりますね」。
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バ

ッ
グ

ス
）
″
の
名
前
で
バ
ッ
グ
の
デ
ザ
イ
ン

と
制
作
を
、
１
人
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
て

こ
ら
れ
た
江
面
旨
美
さ
ん
。
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ク
の
短
く
切
り
そ
ろ
え
た
前
髪
に

丸
眼
鏡
は
、
ア
ト
リ
エ
兼
自
宅
に
掲
げ

ら
れ
た
看
板
に
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ド

ア
を

一
歩
入
る
と
白
を
基
調
に
し
た

イ

ン
テ
リ
ア
や
器
選
び
、
花

の
飾
り
方

ひ
と

つ
ひ
と

つ
に
、
暮
ら
し
を
大
切
に

し
な
が
ら
楽
し
む
セ
ン
ス
と
工
夫
が
詰

ま

っ
て
い
ま
し
た
。

江
面
さ
ん
の
お
し

ゃ
れ
は
、

シ
ン
プ

ル
な

の
に
ど

こ
か
ム
ー
ド
が
あ

っ
て
、

そ
れ
は
ご
自
身
が
作
る
バ
ッ
グ
に
も
似

た
潔
い
カ
ッ
コ
よ
さ
で
す
。

「私
自
身
、
お
し
ゃ
れ
に
自
信
な
ん
て

な
い
ん
で
す
。
で
も
昔
か
ら
べ
―
シ
ツ

ク
な
も
の
が
好
き
で
、
ル
ー
ツ
や
物
語

の
あ
る
も
の
に
胸
キ

ュ
ン
し
て
い
ま
し

た

（笑
）
」

今
回
、
披
露
し
て
く
れ
た
着
こ
な
し

の
な
か
に
は
、
２０
年
前
に
手
作
り
し
た

レ
ザ
ー
コ
ー
ト
や
、
３０
年
前
に
ス
キ
ー

に
行
く
か
ら
と
買

っ
た
メ
ン
ズ
サ
イ
ズ

の
ニ
ッ
ト
が
堂
々
、
登
場
し
ま
す
。

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
の
良
さ
は
、
着
な
く
な

っ
た
ら

″ま
た
い
つ
か
〃
と
い
う
気
持

ち
で
寝
か
せ
て
お
け
る
こ
と
。
そ
の
う

ち
お
し
ゃ
れ
サ
イ
ク
ル
が

一
周
回

っ

て
、
着
て
み
た
く
な
る
か
ら
不
思
議
で

す
。
で
も
年
齢
を
重
ね
る
と
、
体

つ
き

に
メ
リ

ハ
リ
が
な
く
な

っ
て
く
る
で
し

ょ
。
せ
め
て
ど
こ
か
パ
リ
ッ
と
し
た
素

材
を
取
り
入
れ
、
背
中
が
シ
ャ
ン
と
し

て
見
え
る
よ
う
に
心
が
け
な
け
れ
ば
」
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えづらよしみ

20代の頃、某雑誌の「職人になる」
企画をきっかけにカバン作りの道

へ。現在は半年に 1度 のペース

で個展を開きバッグを販売。12

月に高知の「giggy2(ジ ギジギ)」

で個展を開催。

https://umamibags net/
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持
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ビッグサイズのレザーコートも江面さんお手製。ここ数年続くオー

バーサイズ流行りにあやかって、久しぶりに袖を通すことに。「ベー

ジュのツイードが気に入っている
｀
ユーモレスク

′′
のパンツに、黒

のニットを合わせました。ついパンツも黒を選びがちですが、革

の質感がハードですから、少しでも軽やかに着こなしたくて」。
｀`ハ

ウ トゥー リブ
″
のバッグを斜めがけして隣町まで買い物へ。

秋スす
日
月
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大きな色石が目を惹くリング

が、着こなしのちょうどいいア

クセントに。大ぶりのリングは

指を華奢に見せてくれるそう。
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掛
世
の
中
が
自
由
に
な
つ
て

よ
そ
行
き
と
普
段
着
の

差
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
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tl2lt
やブレスレットに指輪も複数。

ンルバーでそろえて統一感を。

厚みのあるニットの首もとに

負けないよう、春物のテーラ

ードジャケットを下に。ネイビ

ー×ネイビーがシックで素敵。
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暖かそうなネイビーのニット、実はこれが 30年前のものです。英

国製の山登り用でしっかりした作り。「今の私にはちょっと重たく

感じるので、
｀`
コムデギャルソン

″
の白いスカートを合わせます。

男性用ニットは丈も長いのでベルトで
｀`
ここがウエストですよ !″と

王張しないと(笑 )」。ベルトの一片を長く垂らすことで縦線が強調

され、ほかの黒い小物たちと相まって着こなしが引き締まります。
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「
靴やバッグはクラシカル、アクセサリーは大ぶり。

`重
ね合わせた小物が、江面さんらしさにつながっていきます。

私
ら
し
い
、
日
々
の
暮
ら
し
と
心
地
よ
い
服

く
〇
∽
工
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「私が歩きはじめた頃から、母は私に革靴をはかせてくれてい

ました。だから
｀`
よそへ行くときは革靴をはく

′′
ことが染み込ん

でいるんですね」。愛用は
｀`
コムデギャルソン

″
、
｀`
グイディ

″
など。

足になじんだ磨き込まれたひも靴は、イタリアの
｀
グイディ

″

社製。秋回はソックス、冬はタイツを合わせます。「バンツとソッ

クスの間にほんの少し、肌が見えることでバランスが整います」。

少しずつ集めたお気に入り。写真はごく一部で、銀のブロー

チは彫刻家、掛井五郎さん作。「視線がアクセサリーに向くので、

シミやンワをいくらかカモフラージュしてくれるよう (笑 )」。

愛用しているバッグたち。色は黒―辺倒ですが、素材も形もさ

まざま。「以前は斜めがけばかり使っていましたが、最近はいろ

いろ。カジュアルなクロコ(左から2番 目)が今のお気に入りです」。

撮影協力/ゆいま～る多摩平の森 ９
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バッグの中もワクワク!

おしゃれな人の

小物SELEC丁10N
センスのいい人はどんな小物を使っているの?

そんな好奇心を満たす愛用品を拝見。実用性と

個性を兼ね備えたマネしたくなるラインナップです。
photograph:Tadaaki Omori, Shohei Kanaya, Kazu Natsume
edit&text: Nilaki [,4 u kai

吉谷桂子さん 「庭仕事ではマ
ニキュアも指輪もできないので、

せめて時計が腕でキラッと輝いた

ら」というコレクションは、ため

息が出るほど。最近は夫から贈ら

れたという機能美に惚れ込んだ
｀`
アップルウォッチ

″
―辺倒。

江面旨美さん フェイスは丸で
も四角でも。ちょっとごついこと

と黒のレザーベル トが共通項。「外

出するときは必ずつけていきま

す。時計もアクセサリーの一部と

いう感覚なので、バングルとの重

ねづけを楽しんでいます」

,吉谷桂子さん 好みのノー トは
スケジュール帳として自らカスタ

マイズ。「服装はミニマムが目標、

なんて言いながら、かわいいプリ

ントのノー トを見つけては買って

ストック。バッグの中で目立つの

でよしとしています (笑 )」
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大貫まりこさん 「メガネが大
好きで、気分を変えてクランツク

な雰囲気のルーペも愛用。大人っ

ぱく、使用する仕草が女優さんの

ようでエレガントです」。ネックレ

スとして、コーディネートのアクセ

ントとしても活躍。アイウェアネ

ックレス¥23,000/ル ーペコリエ

時計

ゝ

“

′

たいこさん 「これは

かけないでしょ|'と いうタイ

プが似合 うと言われるんです

(笑 )」。大きめのフレームは女

優サングラスと呼びたくなるデ

ザイン。手前のクリアは
｀
for

HER″、奥の 2本は福井県の
｀
田

中眼鏡本舗
″
で。

江面旨美さん トレードマーク
のメガネは、ブランドもさまざま。

透明のセルは京都の
｀`
眼鏡研究社

″

(現在は閉店)で黒縁は
｀`TEO(テ

オ)″。サングラスは
｀`
アンバレン

タイン
″
のフラットフレーームに中・

近両用レンズを入れて。「その都

度かけ替えて楽しんでいます」

GLASSES
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メガネ
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↓松尾たいこさん 「稼働率が高
いのは、軽くて小さくたためて配

色が気に入っている左のお気に入

りのブランド
｀`
Yonetoml″ 」。東京・

代々木上原への愛が高じて買った

トートや
｀`
ミュベール

″
の女王 トー

トも。ファッション同様、エコバッ

グもさまざまなタイプを愛用。

→江面旨美さん (2点 とも)「 も

ったいなくて大切に使っています」

というのは、鹿児島県の障がい者

施設
｀`
しょうぶ学園

″
に在籍する方

の作品。味のあるタッチと文字の

バランスがたまらなく魅力的。

↓数年前、自分用に作ったキュー

トなナイロンバッグ。「切りっばな

しなのでほつれもあるんですよ」
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エコバッグ
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↓吉谷桂子さん 「海外の美術館の
ショップやブックストアなどで気

に入ったデザインがあるとついつ

い手が伸びてしまって」。素材はど

れもコットン。おしゃれなロゴが

センスよく配置されていて、肩に

もかけられる、選りすぐりです。

向井真樹さん 「2020年 から新
しいタームが始まると聞き、なら

ば今まで持ったことのない色を、

とグリーンをチョイスしました」。
｀`
スマイソン

″
の型押しはマチ幅

が広く中は二層式。

t chizuさ ん 「気分で選んで毎日
持ち歩きます」。白地のバッグと

サンフランシスコ MoMAの マル
チストライプはお土産。黒は

｀`ユ

ニクロ
″
が表参道にできた際に発

売された限定のロボットハチ公。

′ ′

↑山中とみこさん 「エコバッグは
軽いのがいちばん」。深みのあるパ

ープルが気に入ったというアウト

ドアブランドのナイロン製。びっ

くりするほど小さくたためます。

名刺入れ

山中とみこさん 「手の中にしっ
くりとなじむところが

｀`
Tokizakl″

の革小物の魅力ですね」。装飾の

ないスッキリとしたデザインのな

かに、角を丸く仕上げた繊細さが

光ります。
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↑向井真樹さん 荷物をなんとか
少なくしたくて、長財布から

｀
」

&Mデ ヴィッドソン″の手のひ
らサイズの二つ折りに。「縁のパ

ンチングのディテールもポンポン

の可愛らしさもツボでした」

=吉
谷桂子さん 「マスクは自で

なくちゃという考え方はやめ、

コーディネートの一部と思うよう

になりました」。その日の装いに

合わせて選べるようにと、シック

な色を揃えているそう。

財布→山中とみこさん 「駅員さんに
『いい財布ですね』と声をかけら

れたことがあるんですよ (笑 )」

という長財布は丈夫な革製でポ

ケットがたくさんの
｀`
Tokizaki″ 。

棗 久野さん 「この素材が好き
で何度も買い替えましたが、廃盤

となり最後のひとつに」。
｀`
キャサ

リン ハムネット
″
の型押しは素材

愛の強い棗さんらしいセレクト。

→江面旨美さん 財布も黒レザー
派。「上は

｀`
アーツ アンドサイ

エンス
″
でみつけたラクダの革の

長財布。自分でステッチをかけ、

アレンジを効かせて使っていま

す。下は手もとに小さめのクロコ

ダイルがあったのでまるごと使っ

て作りました」

↑棗 久野さん 「画家で絵本作家
のミロコマチコさんの展覧会で購

入。夫がクマ、私がキツネを選び

ましたが今では二つとも私が使っ

ています (笑 )」。手に取るたびに

元気になれそうです。

‐ chizuさ ん 「かわいいだけじ

ゃない動物たちの表情が好きで、

長年使っています」。下はハワイ

在住の友人の手づくり。「大きい

方はクラッチバッグ代わりに使う

こともあるんですよ」

POUCH
ポーチ

→松尾たいこさん 「肌が弱いの

でつけ心地が最優先」。グレーは

福井県で作られたひんやリフィッ

トマスク、左下は
｀`
モンベル

″
の抽

選で当たったもの、上は全色持っ

ている
｀`
CASUCA″。小さなロゴが

おしゃれでよくほめられます。
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